
教 科 名 科 目 名 履 修 学 年 履 修 区 分 単 位 数 

公民 政治・経済 
３年 

総合進学コース 
必修 ２ 

 

目     標 

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり

解決に向けて構想したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必

要な公民としての資質・能力を養う。 

教  科  書 『最新 政治・経済』（実教出版） 

副  教  材 なし 

授 業 形 態 
講義形式による授業とする。ノートの取り方，配布プリントの取り扱いなど

については，最初の時間に指示する。 

評 価 規 準 

＜知識及び技能＞ 
・社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛か

りとなる概念や理論などについて理解しているか。 

・諸資料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能

を身に付けているか。 

 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

・国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経

済に関する概念や理論などを活用したり，現実社会に見られる複雑な課題を把

握し，説明したりできるか。 

・身に付けた判断基準を根拠に構想する力や，構想したことの妥当性や効果，実

現可能性などを指標にして議論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向か

う力を養えているか。 

 

＜主体的に取り組む態度＞ 

・よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態

度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，国

民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ろうとしているか。 

・我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果た

そうとする自覚などを深められているか。 

評 価 方 法 
小テスト・中テストの結果を中心とした評価に授業への取り組み方（態度・忘れ

物・発表・提出物）を考慮して総合的に評価する。 

学習上の留意点 

・新聞やテレビ，インターネット等を通じてニュースを読んだり聞いたりして，

社会で起こっている出来事がいかに自分の生活と関係しているかに気づき，

深く考えられるようになってほしい。 

・将来的にどのような職に就き，「人間社会の発展幸福に役立つ」のかを考えな

がら，そのために必要な知識と真理を学ぶよう，積極的に授業に参加してほ

しい。 
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上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

授業計画

　学習の手引き・シラバス説明（1時間）

第
2
部
　
現
代
の
国
際
政
治
・
経
済

　　　　　８．人権の広がりと公共の福祉

　　　　　９．平和主義と自衛隊

　　　　　１０．日米安全保障体制の変化

第
１
篇
　
現
代
日
本
の
政
治

　　　　　２．経済社会の変容

第
２
編
　
現
代
日
本
の
経
済

　　　　　６．軍拡競争から軍縮へ

第
1
編
　
現
代
の
国
際

政
治

1月

第
３
篇
　
国

際
社
会
に
お
け

る
諸
課

題
の
研
究

　１．難民問題を考える

　２．外国人労働者との共生を考える

　３．自動運転技術を考える

　４．地球環境問題，資源エネルギー問題を考える

　５．国際経済格差の是正と国際協力を考える

　６．持続可能な平和のあり方を考える

第
2
編
　
現
代
の
国
際
政
治

内　　容

　　　　　４．世界のおもな政治制度

3月4月

第２章　１．日本国憲法の成立

2月8月 9月 10月 11月 12月

　　　　　５．平等に生きる権利

6月 7月

第１章　１．民主政治と法

　　　　　11．21世紀の平和主義

　　　　　３．自由に生きる権利（１）

5月

　　　　　２．民主政治の基本原理

　　　　　３．民主政治のしくみと課題

　　　　　６．社会権と参政権・請求権

　　　　　７．新しい人権

　　　　　７．世論と政治参加

　　　　　２．日本国憲法の基本原理

　　　　　４．地方自治と住民福祉

　　　　　５．政党政治

第３章　１．政治機構と国会

　　　　　２．内閣と行政機能の拡大

　　　　　３．公正な裁判の保障

　　　　　４．自由に生きる権利（２）

　　　　　３．経済主体と市場の働き

　　　　　６．選挙制度

第１章　１．国際社会と国際法

　　　　　２．国際社会の変化

　　　　　３．国際連合と国際協力

　　　　　４．こんにちの国際政治

第１章　１．経済活動の意義

　　　　　４．企業の役割

　　　　　５．国民所得

　　　　　６．経済成長と国民の福祉

第１章　１．貿易と国際収支

　　　　　６．こんにちの労働問題

　　　　　７．社会保障の役割と課題

　１．持続可能な地域社会のあり方を考える

　２．地域における防災を考える

　３．財政健全化を考える

　４．起業を考える

　　　　　５．人種・民族問題

　　　　　７．日本の外交と国際社会での役割

第
1
部
　
現
代
日
本
の
政
治
・
経
済

　　　　　１０．日本の財政の課題

　６．ワーク・ライフ・バランスの実現を考える

　　　　　４．経済のグローバル化とICTでわかる世界経済

　　　　　７．経済協力と日本の役割

　　　　　５．労働問題と労働者の権利

　　　　　２．外国為替市場のしくみ

第２章　１．第二次世界大戦後の国際経済

　７．持続可能な福祉社会の実現を考える

　　　　　２．国際経済の動向

　　　　　３．新興国の台頭

凡  例

第
３
篇
　
現
代
日
本
に

お
け
る
諸
課
題
の
研
究

　　　　　３．消費者問題

　　　　　４．公害防止と環境保全

　　　　　８．日本銀行の役割

　　　　　９．財政の役割と租税

　５．持続可能な農業を考える

第２章　１．日本経済の成長と課題

　　　　　２．中小企業と農業

　　　　　７．金融の役割

　　　　　５．発展途上国の課題と展望

　　　　　６．地球環境問題，資源エネルギー問題
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